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第 2 章 1 では本邦のアカキクラゲ類の分類学再検討の結果を記述した。全国から採集した 600 点以上の標
本を精査，同定し，5 新種，9 日本新産種を含む 28 種を日本産アカキクラゲ相として記載した。
第 2 章 2 では分子系統解析の結果に基づいてアカキクラゲ綱内の分類学的再検討を試みた。その結果，新
目 Unilacrymales を提案し，科レベルでは Cerinomycetaceae の定義を訂正した。属，種レベルについては問
題点の指摘に留めた。
第 3 章ではアカキクラゲ綱菌類の宿主選択性と材腐朽能力の検討を行った。野外採集の記録の統計解析か






























を試み，結果を宿主の地史的変遷と比較している。その結果に基づき，約 2 億 6 千 7 百万年前にハラタケ綱
と分岐したアカキクラゲ類の共通祖先が原始的な針葉樹類あるいはその祖先の材上に発生し，針葉樹の多様
化，広葉樹の出現，多様化に伴い種分化と宿主シフトを繰り返し，現在のアカキクラゲ類の多様性が生み出
されたという仮説を提案している。
以上のように本研究はアカキクラゲ綱菌類の分類，分子系統，生態を研究し，その情報を総合的に検討考
察するという多面的な方法により，木材腐朽性の進化に関して宿主樹木の変遷を考慮した新しい仮説を提唱
しており，方法，結果とも担子菌類の系統進化の研究分野の発展に多大な貢献をなすものとして高く評価で
きる。また，正確な顕微鏡的な形質の評価と分子系統解析に基づく分類学的研究は，外観を重視しすぎる傾
向のある担子菌類の多様性研究の指針としても高く評価できる。
よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
